
平成２９年度
「クレーンの日」ポスター用写真・標語
「ボイラーデー」ポスター用標語

募集結果発表

当協会では、「クレーンの日」（９月３０日）、「ボイラーデー」（１１月８日）
にあわせて安全ポスターを作成するにあたり、ポスター用写真・標語の募集を
行いましたところ、全国の皆様から多数のご応募をいただき、誠にありがとう
ございました。
応募数の内訳は、以下のとおりです。

去る６月６日に、審査委員会を開催し、公正かつ厳正に審査を行いました結果、
次のとおり、入賞作品が決定いたしましたので、お知らせいたします。

「ポスター用写真及び標語 応募数」

区 分 応 募 数

写 真 １０６ 点
「クレーンの日」

標 語 ８３８ 点

「ボイラーデー」 標 語 ６３０ 点

《 写真の部 》

優 秀 作

題名 「 めざせ！ゼロ災害 」

今玉利 修司 様 （東京都)



「出品者のコメント」

以前からクレーンの写真は撮り続けてきました。
建設現場は何かが生まれてくるという期待感やわくわく感に満ちて
います。そういった現場で一番活躍し目立つのがクレーンです。
基本に忠実な動作に導かれて巨大な重量物がその重量を失ったかの
ようにスルスルとさばかれていく様には、思わず見とれてしまいます。
真にクレーンは社会を支える力持ちともいえます。

「審査委員総評」

本作品は、2020年東京オリンピック・パラリンピックの競技会場と
なる新国立競技場の建設現場の写真です。
この現場では多数の大型クレーンが稼働していることから、関係者
への作業計画、方法の徹底と安全かつ慎重な運転操作が求められます。
「クレーンの日」のポスターは労働災害防止の意識高揚を目的とし
た広報用として作成しておりますが、本作品はそれに相応しく、優秀
作に選ばれました。

佳 作 佳 作

題名「未来につなぐ架け橋」 題名「青空に積み上げる」

山﨑 俊泰 様（静岡県） 平田 淳 様（東京都）



《 標語の部 》

【 クレーンの日 】

「審査委員総評」

審査員は、労働災害防止のための標語として、いかに安全を訴えて
いるか、また、別途募集した「クレーンの日」のポスター用写真の優
秀作にマッチしているかという観点から審査を行いました。
ポスター用写真の優秀作は、前述のとおり2020年東京オリンピック
・パラリンピックの競技会場となる新国立競技場の建設現場の写真で
す。現場では多くの移動式クレーンが稼働しています。
すべてのクレーン運転士が安全で正確な運転操作（技術）で工事を
進めることにより、本作品が「確かな技術で築く明日（あす）」につ
ながることから、優秀作に選ばれました。

優 秀 作

「 クレーンの 確かな技術で 築く明日 」

池田 克也 様 （埼玉県）

佳 作（２点）

「 クレーン作業 安全第一 確かな操作 」

小田中 準一 様（千葉県）

「 的確な 合図と手順で 安全確保 」

市原 政光 様（神奈川県）



【 ボイラーデー 】

「審査委員総評」

審査員は、「ボイラー取扱作業主任者の職務」の10項目に沿ったも
のであるか、また、作業時の安全について訴えているかを審査しまし
た。
本作品は、職務や作業への慣れによる「これくらい」しなくていい
だろう、「これくらい」気にしなくていいだろうというような油断に
は事故が潜んでいるという警鐘であり、作業主任者への労働災害の防
止を促す標語として相応しいことから、優秀作に選ばれました。

注： 参考のため、次頁に「ボイラー取扱作業主任者の職務」を紹介します。

優 秀 作

「 これくらい 慣れと油断に ひそむ事故 」

古賀 敏眞 様 （佐賀県）

佳 作（２点）

「 安全は 見慣れた目より 見直す目 」

菅田 洋一 様 （茨城県）

「 日々点検 正しい手順で 防ぐ事故 」

中川 潔 様 （福井県）



「参考」 ボイラー取扱作業主任者の職務

２０１７年（平成２９年度）｢ボイラーデー｣ポスター


